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　江戸の昔からの建物で、守口宿当時のままで商いを
続けている川東善弘さんは、川東提灯店の３代目にな
ります。
　提灯は、電気のない時代、旅人はいうまでもなく、
生活に密着した必需品でした。現在では主に祭りや冠
婚葬祭、選挙などで使われています。
　“ええ仕事やな”そう思った善弘さんは、もともと字
を書くことが好きだったといいます。
　“微力な私を支えてくださっている皆さんに感謝す
ると共に、この技術が続いてほしい！”と話してくだ
さいました。
　また、小さいころから善弘さんの姿をずっと見てい
た娘の綾子さん。“この技術が無くなるのが寂しい。
古い家なので不便な所もありますが、愛着があるので
残せる所は残していきたい”そう思い、４代目を目指
し、現在修行中です。
　今までの文禄堤を支え続けた善弘さん、これからの
文禄堤を支える人となるであろう綾子さん。歴史とと
もに伝統技術を伝承されていく事は、守口市の誇りと
いえます。

　屋根には「鍾
しょうき
馗」という像が２体、魔除けとして上がっています。こ

れは中国の伝説上の疫病神を払う神。一般的な「鍾馗」は立ち姿のもの
が多いですが、邪

じゃき
鬼を踏みつけている「鍾馗」は大変珍しいものです。

① 外観は当時のままで、２階が低い「逗
ず し
子二階」造り。２階にある

虫
むし
籠
こ
窓
まど
や卯

う
建
だつ
が特徴。

▽ 虫籠窓…外から見ると虫
むしかご
籠に似ており、火災や防犯のためでも

ありました。
▽卯建…防火や隣家との目隠しや雨よけの袖壁。
② 当時からある中庭。昔は間口が狭く奥行きが広いため明かりが
入らず、明かり取りの役割となっていました。庭にある灯籠な
ども、当時からのものです。 

③ 大正15年に酒屋を始める際に、米田本店（大阪・船場にあった酒
問屋）から母柱を譲り受けたもの。明治時代から大阪の街を見
てきた木が、今もこの家を支えています。

④ 当時からある文禄井戸。店内で見ることができ、堤防の下まで
ある深さが文禄堤の特徴を感じさせてくれます（420年経過）。

　
守
口
市
に
は
、京
都
か
ら
大
阪
を

結
ぶ
全
長
約
27
キ
ロ
の「
文ぶ

ん
ろ
く
つ
つ
み

禄
堤
※

１
」と
い
う
京
街
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　
堤
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
守
口

市
の
約
700
メ
ー
ト
ル
の
み
で（
７

ペ
ー
ジ
地
図
参
照
）、
全
国
で
も
貴

　
文
禄
堤
を
歩
く
と
立
ち
寄
り
た
く

な
る
店
に
出
会
い
ま
す
。

　
こ
の
家
に
生
ま
れ
23
年
間
こ
の
地

（
守
口
市
文
禄
堤
）に
住
み
、
49
年
間

鹿
児
島
の
知
覧
町
に
在
住
し
て
い
た

田
中
京
子
さ
ん
。
現
在
は
、
守
口
市

と
知
覧
町
を
往
復
す
る
生
活
を
し
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
文
禄
堤
の
宝
を
守
る
た

め
で
す
。

　
文
禄
堤
の
宿
場
当
時
の
建
物
を
大

正
15
年
に
改
築
。
そ
の
町
家
を
、
平

成
27
年
４
月
か
ら
改
装
し
始
め
ま
し

た
。き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
生
前
、

常
に〝
こ
こ
を
空
家
に
し
な
い
で
、

家
の
中
に
風
を
通
し
て
ほ
し
い
〞と

話
し
て
い
た
御
主
人
の
言
葉
と
想
い

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
娘
が
４
人
に
、
孫
が
12
人
。
改
装

に
は
子
ど
も
た
ち
が
携
わ
り
ま
し

〈
文
禄
堤
※
１
〉

　
豊
臣
秀
吉
は
、
大
坂
城
に
次
い
で

文
禄
３
年（
１
５
９
４
年
）に
伏
見
城

を
築
城
し
、
伏
見
と
大
坂
を
最
短
距

離
で
、
多
雨
量
時
に
も
使
え
る
道
路

が
必
要
に
な
り
、
淀
川
の
堤（
文
禄

堤
）を
造
り
、
そ
の
上
に
街
道（
京
街

道
）を
通
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
淀
川
を
利
用
す
る

か
、
伏
見
か
ら
八
幡
ま
で
舟
で
行
っ

た
あ
と
に
東
高
野
街
道（
京
都
府
〜

和
歌
山
県
高
野
山
）か
ら
奈
良
街
道

（
京
都
府
〜
奈
良
県
）や
古
堤
街
道

（
大
阪
市
〜
奈
良
県
生
駒
市
）を
通
り
、

大
坂
へ
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
街
道
は
軍
事
用
道
路
で

も
あ
り
、
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に

堤
防
を
切
り
、
大
坂
を
湖
の
よ
う
に

す
る
目
的
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

〈
守
口
宿
※
２
〉

　
東
海
道（
53
次
）は
、
徳
川
家
康
が

重
要
幹
線
道
路
と
位
置
付
け
、
慶
長

６
年（
１
６
０
１
年
）か
ら
整
備
が
始

ま
り
ま
し
た
。
守
口
宿
が
京
街
道
か

ら
東
海
道
に
な
っ
た
成
立
時
期
は
明

確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
元
和
元
年

（
１
６
１
５
年
）の
大
坂
夏
の
陣
で
豊

臣
氏
が
滅
ぶ
と
、
上
方
や
西
国
大
名

を
支
配
す
る
た
め
大
坂
に
拠
点
を
置

き
、
元
和
２
年（
１
６
１
６
年
）東
海

道
は
大
坂
ま
で
延
長
さ
れ
、
伏
見・

淀・枚
方・守
口
を
宿
駅
と
し
て
加
え

ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

重
な
歴
史
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
守
口
宿
※
２
」が
整
備
さ
れ

今
年
で
400
年
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
堤
の
地
で
昔
と
今
を
生

き
る
人
々
に
、
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま

し
た
。

た
。
今
年
、
孫
の
一
人
は
関
西
の
大

学
に
入
学
し
、
こ
の
家
か
ら
通
っ
て

い
ま
す
。

　
米
屋
、
酒
屋
と
代
々
商
売
家
系
で

あ
り
、
田
中
さ
ん
も
平
成
27
年
10
月

に
生
ま
れ
育
っ
た
地
で
商
売（
紅
茶

専
門
店・Ｂブ

ン

ロ

ク

Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ（
文
禄
堤

薩
摩
英
国
館
））を
始
め
ま
し
た
。

　
〝
次
の
世
代
に
も
残
し
た
い
想
い

で
、
こ
の
文
禄
堤
に
歴
史
を
残
し
つ

つ
、
新
し
い
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
文
禄
堤
が
ま

す
ま
す
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
〞

　
御
主
人
の
想
い
、
そ
し
て
田
中
さ

ん
の
想
い
と
が
重
な
り
、
家
族
と
と

も
に
守
っ
た
こ
の
家
に
、
再
び
風
が

通
り
歴
史
が
つ
な
が
っ
た
瞬
間
で
し

た
。

　
〝
守
口
市
の
特
産
品
を
作
り
た
い
。

ど
こ
に
も
な
い
守
口
の
紅
茶
を
作
り

た
い
〞田
中
さ
ん
の
想
い
は
続
い
て

お
り
、
自
家
農
園
で
無
農
薬
栽
培
し

た
紅
茶
と
守
口
の
木「
く
す
の
き
」を

ブ
レ
ン
ド
し
た
も
の
で
試
験
的
に
作

成
。
香
り
が
上
品
で
、
ほ
っ
と
気
持

ち
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る
香
り
が

し
ま
す
。

　

ま
た
、
守
口
大
根
の
葉
っ
ぱ
を

使
っ
た
ベ
ー
グ
ル
に
挑
戦
し
、
試
行

錯
誤
す
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
風
が
文
禄
堤
に
吹
い
て
い

ま
す
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

歴
史
を
振
り
返
り

 
匠
の
技 

い
ま
に
伝
え
る

49
年
越
し
に
よ
み
が
る

 

〜
御
主
人
の
願
い
、家
族
と
つ
な
ぐ
〜

守
口
の
歴
史
を
伝
え
な
が
ら

 

新
し
い
も
の
へ
開
発
は
進
む

❶ 

❹ ❷ 

❸ 

❹ 

２階は、地域の文化サロ
ン（交流の場）として運営
しています。

※ 

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
原
画
に

色
を
加
え
地
名
を
記
入
し
ま
し
た
。

※ 

守
口
門
真
歴
史
街
道
推
進
協
議
会「
守

口
宿
歴
史
マ
ッ
プ
」よ
り
引
用

守
口
宿
の
原
画 

（
国
立
博
物
館
所
蔵
）

文
化
年
間（
１
８
０
１
年
〜
１
８
１
７
年
）

の
守
口
縮
図

歴史残る地で伝統技術は続く
川東提

ちょうちん
灯店   川

かわひがし
東善
よしひろ
弘さん

BUNROKU（文禄堤薩摩英国館）

館長・田
たなかきょうこ

中京子さん

４代目  川東綾
あや こ
子さん

文禄堤下から文禄堤を見た風景


